　2019.9藤咲整形外科医院だより
　桜の落ち葉が目立ち始め、そろそろ欅の落ち葉が秋風に舞おうかという季節となりました。夏の終わりに盛んとなった虫の声が、次第に小さく、遠くなるのもこのころです。
　秋の気配が濃厚になるにつけ、果実が大きくなり始めます。果実というものは、時間をかけて実るものです。大きいものほどその傾向があるようで、院の獅子柚子は、3月に花が咲き、小さな実をつけ、今では大小ありますが直径8cmくらいにそだっています。来年の2月頃には10cmを優に超えるくらいになります。香りがよいので、早いうちに少しづつとっては、皮をすりおろして豆腐に乗せたり素麺の薬味にしたり、実の若いうちから楽しめます。
　作家、戯曲家のモルナール・フェレンツは「パール街の少年たち」を著し、少年の心を描きました。内容は、遊び場をめぐっての攻防が主ですが、少年の日常の描写の中に、駄菓子を買って、前の時より小さいと文句を言う場面が出てきます。返ってきた店の大人の言い分は、「だんだん小さく、だんだん高くなるのさ」です。
　9月は秋の深まる月です。同時に、世情は物価の上昇を極めて明瞭に示唆しています。もう何年も前から、店頭では、魚が小さくなった、という声は聞かれています。先日見たら、トイレットペーパーも小さく高くなっていました。
　ウォーキングはどの時代にもおすすめの運動です。お金はかからず、気分は高揚し、心身を涵養し、季節の移ろいを楽しむことができます。実りは必ず訪れます。秋の空をはるばると眺めれば、空は遠くそして高く、こちらは高くとも何ら心配がありません。健康法は気持ちを長く、途中の楽しみを味わいつつ、続けていきましょう。
　皆様お体大切に。
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